降誕節第4主日礼拝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2026年1月18日
「信仰への道を歩きやすくするために」
イザヤ書40章3～5節
 40:3 呼びかける声がある。主のために、荒れ野に道を備え／わたしたちの神のために、荒れ地に広い道を通せ。
 40:4 谷はすべて身を起こし、山と丘は身を低くせよ。険しい道は平らに、狭い道は広い谷となれ。
 40:5 主の栄光がこうして現れるのを／肉なる者は共に見る。主の口がこう宣言される。

ルカによる福音書3章1～20節
 3:1 皇帝ティベリウスの治世の第十五年、ポンティオ・ピラトがユダヤの総督、ヘロデがガリラヤの領主、その兄弟フィリポがイトラヤとトラコン地方の領主、リサニアがアビレネの領主、
 3:2 アンナスとカイアファとが大祭司であったとき、神の言葉が荒れ野でザカリアの子ヨハネに降った。
 3:3 そこで、ヨハネはヨルダン川沿いの地方一帯に行って、罪の赦しを得させるために悔い改めの洗礼を宣べ伝えた。
 3:4 これは、預言者イザヤの書に書いてあるとおりである。「荒れ野で叫ぶ者の声がする。『主の道を整え、／その道筋をまっすぐにせよ。
 3:5 谷はすべて埋められ、／山と丘はみな低くされる。曲がった道はまっすぐに、／でこぼこの道は平らになり、
 3:6 人は皆、神の救いを仰ぎ見る。』」
 3:7 そこでヨハネは、洗礼を授けてもらおうとして出て来た群衆に言った。「蝮の子らよ、差し迫った神の怒りを免れると、だれが教えたのか。
 3:8 悔い改めにふさわしい実を結べ。『我々の父はアブラハムだ』などという考えを起こすな。言っておくが、神はこんな石ころからでも、アブラハムの子たちを造り出すことがおできになる。
 3:9 斧は既に木の根元に置かれている。良い実を結ばない木はみな、切り倒されて火に投げ込まれる。」
 3:10 そこで群衆は、「では、わたしたちはどうすればよいのですか」と尋ねた。
 3:11 ヨハネは、「下着を二枚持っている者は、一枚も持たない者に分けてやれ。食べ物を持っている者も同じようにせよ」と答えた。
 3:12 徴税人も洗礼を受けるために来て、「先生、わたしたちはどうすればよいのですか」と言った。
 3:13 ヨハネは、「規定以上のものは取り立てるな」と言った。
 3:14 兵士も、「このわたしたちはどうすればよいのですか」と尋ねた。ヨハネは、「だれからも金をゆすり取ったり、だまし取ったりするな。自分の給料で満足せよ」と言った。
 3:15 民衆はメシアを待ち望んでいて、ヨハネについて、もしかしたら彼がメシアではないかと、皆心の中で考えていた。
 3:16 そこで、ヨハネは皆に向かって言った。「わたしはあなたたちに水で洗礼を授けるが、わたしよりも優れた方が来られる。わたしは、その方の履物のひもを解く値打ちもない。その方は、聖霊と火であなたたちに洗礼をお授けになる。
 3:17 そして、手に箕を持って、脱穀場を隅々まできれいにし、麦を集めて倉に入れ、殻を消えることのない火で焼き払われる。」
 3:18 ヨハネは、ほかにもさまざまな勧めをして、民衆に福音を告げ知らせた。
 3:19 ところで、領主ヘロデは、自分の兄弟の妻ヘロディアとのことについて、また、自分の行ったあらゆる悪事について、ヨハネに責められたので、
 3:20 ヨハネを牢に閉じ込めた。こうしてヘロデは、それまでの悪事にもう一つの悪事を加えた。

1 　
　今から20年近く前に「フリーター、家を買う」というテレビドラマがありました。会社を辞めて無職となり自堕落な生活をしていた主人公があることがきっかけで工事現場の仕事に就き、働くことの意義を見つけていくという内容のドラマでした。主人公をアイドルグループの嵐の二宮和也さんが演じていたことも話題になりました。その主人公が働いた工事現場の仕事というのが道路や橋を作る仕事でした。ドラマの工事現場のロケ地は当時まだ未開通で工事中だった新東名高速道路でした。主人公が一日の仕事を終えて工事中の新東名を車で走って事務所に帰る時、自分が工事に携わった高速道路がいつの日か開通して多くの車が行き交うようになるのを想像して「自分はとても大事な仕事をしているんだな」と感慨にふける場面が印象に残っています。そして、ロケ地となった新東名高速道路の静岡県のその場所は今は既に開通して一日に多くの車が行き交っています。
　新しい道を作る仕事に携わる人はもちろんですが自分のために道を作っているわけではありません。後に通る誰かのために、その道が必要だから作っているのです。まだ見ぬ誰かのために道を作って、その道をいつの日が多くの人が通って「便利になった」とか「いい道ができた」と思いを抱いてもらうのは道を作る働きの醍醐味なのだと思います。それは逆を言えば、どんなに立派な道を作ってもその道を通ってくれる人や車がいないと道を作る作り甲斐がないというわけです。

2 　
　エルサレム神殿での少年イエス様の出来事からこちらは約20年後の出来事です。1～2節に「全ての事を調べて順序正しく」書いているルカの言葉どおりに当時の時代状況を非常に詳しく記してあります。その頃に大人となった洗礼者ヨハネの働きの事が今日の個所に記されてあります。ヨハネの使命は今日の旧約聖書で引用されているイザヤ書であるとか、少し前に共に読みましたマラキ書に記されてあります。
そして、ヨハネの父親であるザカリアもザカリアの賛歌でヨハネがどんな働きをするかを予言しています（ルカ1：76・77）
「幼子よ、お前はいと高き方の預言者と呼ばれる。主に先立って行き、その道を整え、
 主の民に罪の赦しによる救いを／知らせるからである。」
つまり、ヨハネは主に先立つ者であり、主の道を整える者であり、そしてこれが最も大切だと思いますが「主の民に罪の赦しによる救いを知らせる」という使命が神様から与えられているのです。「罪の赦しによる救い」とは一言で言えばイエス・キリストの事です。イエス・キリストによって罪の赦しによる救いが与えられるのであり、それ以外には罪の赦しによる救いはないということをはっきりと示すのです。だからこそ、イエス・キリストを指し示し、イエス・キリストを信じなさいと勧めるのがヨハネの使命でありました。
そのような使命が神様から与えられたヨハネはヨルダン川沿いにおいて3節にありますように「罪の赦しを得させるために悔い改めの洗礼を宣べ伝えた。」のです。
ただ、「罪の赦しを得させるための悔い改めの洗礼」というと「罪の赦しが得られるのか」「罪が赦されるのか、赦されないのか」少しわかりにくい表現のように思います。原文を直訳すると「罪の赦しにいたる悔い改めの洗礼」となります。「至る」ですのでまだ罪の赦しにはたどり着いていないのです。私たちが地図を見る時例えば「至る　東京」とか「至る　長野」とかを見かけます。それはこの道を通って行けば東京に到着しますよとか長野に到着しますよという意味です。ですから、まだ東京にも長野にも到着していないのです。現時点では東京や長野に向かっている、あるいは入り口に差し掛かっているのだけれども、まだ到着していないのです。
ヨハネが教えて授けている罪の赦しに至る悔い改めの洗礼もそれと同じで、悔い改めて罪の赦しに向かって入り口に差し掛かっているだけで、まだ到着はしていないのです。それはそうです。なぜなら私たちは誰も自分の力で罪の赦しを得られないからです。私たちが罪を赦されるのはただイエス様の十字架の死による贖いだけです。イエス様によって罪赦されなければ救いは得られないのです。
ヨハネが与えられるのはまずその人が私たちが罪人であることに気づかせることです。その上で、その罪を赦してもらうために今神様の方にイエス様の方に向きを変えたというそのしるしとして悔い改めの洗礼を授けることです。

3 
罪赦されるには何よりもまず自分が罪人であることに気が付かないと何も始まらないのです。だからこそ、ヨハネは7節以下で非常に厳しいことを語ったのです。「蝮の子らよ」非常に厳しいことを言われて人々はどうしたでしょうか。誰かほかの人のことを言っている、私には関係のない話だと無視したでしょうか。決してそうではありませんでした。
群衆も、徴税人も、兵士もみな「わたしたちはどうすればよいのですか」とたずねたのです。
「わたしたちはどうすればよいのですか」実はこの群衆たちと同じ反応をした人たちがいます。それはペンテコステの日聖霊が降り神様の偉大な業を語り伝えたペトロの説教を聞いた人たちが同じ反応をしたのです。使徒2：36・37。
「だから、イスラエルの全家は、はっきり知らなくてはなりません。あなたがたが十字架につけて殺したイエスを、神は主とし、またメシアとなさったのです。」
 人々はこれを聞いて大いに心を打たれ、ペトロとほかの使徒たちに、「兄弟たち、わたしたちはどうしたらよいのですか」と言った。」
救い主イエス様を十字架に付けたのは他でもないあなたたちなのだと言われた人々は大いに心を打たれて、自らの罪に気づかされたのです。なんと大きな取り返しのつかない罪を犯してしまったのか、この罪をどうすれば赦してもらえるのか。自らが罪人であることに気づかされた人たちは「わたしたちはどうすればよいのですか」とペトロたち使徒たちに尋ねたのです。
ペトロは言いました。
「悔い改めなさい。めいめい、イエス・キリストの名によって洗礼を受け、罪を赦していただきなさい。そうすれば、賜物として聖霊を受けます。」（38節）
ペトロはイエス様による罪の赦しによる救いを示したのです。十字架に付けられたイエス様を救い主と信じて信じて洗礼を受ける。そこにのみ罪の赦しによる救いがあるのだとイエス様を指し示したのです。

4 
私は今日のところで洗礼者ヨハネが一番したかったことは7節以下のヨハネの説教を聞いた人々に「わたしたちはどうすればよいのですか」という思いを起こさせることではないかと思いました。それは何よりも罪の自覚です。自分が神様の前に取り返しのつかない大きな罪を犯しているそのような罪人であることを自覚させることがヨハネの目的ではないかと思ったのです。「わたしたちはどうすればよいのですか」そう尋ねる群衆にヨハネは下着や食べ物を分け与える愛の業をなすように勧めました。さらに徴税人には規定上のものは取り立てず、自分の仕事に忠実にいるように勧めました。兵士には自分の給料で満足するように勧めました。忠実に生きるように勧めたのです。
けれども、神様の前に忠実に隣人愛に自分の力だけで生きようとすれば必ず壁にぶち当たります。できない自分に気づかされるのです。そこでさらに罪の深さに気づかされるのです。その時にまた「わたしたちはどうすればよいのですか」と神様に祈らざるを得なくなります。
だからこそ、16節以下でヨハネはイエス様を指し示し、イエス様を信じてイエス様が授けてくださる聖霊と火の洗礼を受けるように勧めるのです。それはイエス様が十字架に掛かってくださってその死によって、私たち人間がどんなに頑張っても自分では決して償えない罪を十字架の死と復活によって赦してくださり、救いへと導いて下さる、そのイエス様の救いを指し示し、イエス様を信じることを勧めたのです。そのようにしてイエス様の救いを指し示したのです。

5 
ヨハネは救い主ではありません。救い主はイエス様ただお一人です。ヨハネは主の道を作った人、いわば心の道路工事をした人と言えるでしょう。ユダヤ人だけでなく異邦人も全ての人がイエス様へと向かう道を歩めるように、主の道を作ったのです。その道はユダヤ人であろうが異邦人であろうが、取税人であろうが兵士であろうが、どんな人でも歩んでいいのです。どんな罪人でも歩んでいいのです。もちろん私たちも歩んでいいのです。全ての人に開かれた信仰への道なのです。
まず自分の罪を認め、その私の罪のためにイエス様が十字架に掛かって死んでくださり甦ってくださった。そのイエス様こそが救い主と信じて洗礼を受けることで信仰の道を誰でも歩くことができるのです。そしてこの道は天の御国に繋がっている永遠の命に至る希望の道なのです。その道を一人でも多くの人が歩いてくれることを祈り願ってヨハネはその生涯を主に捧げたのです。
私たちもまたこの信仰の道をイエス様と共に歩んでいき、一人でも多くの人がこの道を一緒に歩んでいけるように祈りつつ主の愛を宣べ伝え証しをしていきたいと思います。ヨハネにようにイエス様を指し示して共に歩んでいきましょう。
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